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研究成果の概要（和文）：本研究では、通所施設に通う160名の足の状態から、介護保険で要介護認定を受けて
いる人は、より多くの足の問題を抱えていることが示唆された。足の状態を多面的な角度から調査し、実態を把
握した。重回帰分析により、足の部位と歩行速度、足趾把持力との関連性を検討し、足の状態を良好に保つため
の示唆を得ることができた。居宅サービス事業所に勤務する看護・介護職員対象の調査では、フットケアに関す
る関心や学びの意欲とフットケアの教育の実態は反比例していることが明らかになった。知識・実践力に関する
設問の回答から、介護職または両職種におけるフットケアの知識向上に向けた取り組みをする対策が必要である
ことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the association between the physiological 
functional and morphological characteristics on foot and explore the factor of falling risks in 
community-dwelling elderly. It also examined the current foot care knowledge, practices, and 
perceptions among nurses and care workers at home care and geriatric day care center. As a result of
 survey of 160 people, Our study provides evidence that individuals requiring more long-term care 
tend to have more foot problems. Some specific conditions were associated with toe grip force and 
walking speed. This finding can contribute to future strategies to protect foot health in 
community-dwelling older individuals. The survey indicated the existence of contradiction between 
foot care education and their will to learn among nurses and care workers. It suggested future 
implications that efficient and understandable tools are needed considering their current working 
situation.

研究分野： フットケア、基礎看護、地域・在宅看護

キーワード： フットケア　足の状態　足趾把持力　歩行速度　フットケアの知識　フットケアの実践力　高齢者　看
護・介護職員

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，これまで注目されてこなかった通所施設に通う高齢者の足の実態に焦点を当てたことで
ある．また、通所施設で働く看護・介護職員のフットケアに関する知識・実践力・フットケアに関する認識を明
らかにすることにより、地域高齢者の足の健康を守るための方策を講じるための基礎資料とすることができた。
その学術的価値、社会的価値が認められ、国際的に高い評価のある国際誌数誌に論文掲載となった。1誌は現在
査読中である。今後はさらに対象者を拡大し総括的な研究を展開していく。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
在宅高齢者の生活を支える手段の一つとしてデイサービスやデイケアなどの通所施設の利用

がある。在宅高齢者のフットケアニーズは高い。海外文献では 65 歳以上の地域高齢者の 47～

87％が何等かの足の問題を抱え、痛みの訴えも多いと報告されている。また、足の問題は歩行速

度に関連し、バランスや下肢筋力の低下、転倒リスクの要因と考えられると指摘されている。本

邦では在宅高齢者の足部の統合的な特徴と歩行速度などの転倒要因リスクとの関連性について

は、十分に調査が行われていない。利用者の身体に直接触れる機会のある通所施設の看護・介護

職員から高齢者の足の問題についての意見は多く聞くが、実際に、どのようなフットケア支援を

しているかが不明である。上記の背景のもと、研究計画を立案した。 

 
２．研究の目的 
【研究 1】通所施設における看護・介護職員の在宅高齢者へのフットケア支援の実態 

【研究 2】通所施設を利用する高齢者の足の問題と足趾把持力、歩行スピードとの関連の実態 

【研究 3】通所施設・事業所における看護・介護職員へのフットケアに関する介入研究 

【研究 4】看護・介護職員への介入による利用者の足の状態変化についての評価 

 
３．研究の方法 
【研究 1】 

予備調査はランダム化のないクラスターサンプリング法を用いた横断研究、本調査は、クラス

ターランダムサンプリング法を用いた横断研究を行った。本調査前に機縁法で抽出した愛知県

内のデイサービス、有料老人ホームなど病院以外に勤務する職員のうち身体的ケアに関わって

いる看護・介護職員 100 名を対象に予備調査を行い、87 名から回答を得て、分析対象とした。

本調査では、N市のリストから居宅サービス事業所であるデイサービス、デイケア、訪問看護ス

テーション、訪問介護ステーションの 4 つのクラスターから居宅サービス事業所をランダムに

抽出し、35か所に勤務する看護・介護職員 305 名のうち 232 名から回答を得て、225 名(有効回

答率 97%）を分析対象とした。予備調査、本調査において、研究の承諾を得た居宅サービス事業

所で、研究の依頼文を添付したフットケアに関する知識、実践力、及びフットケアに関する認識、

日常のケアにおける実態を把握する自記式無記名の質問票を使用した。 

看護・介護職員の平均年齢は 51.2(SD 12.2)、47.8(SD 11.6)だった。看護職員の 54.8%がフル

タイム、45.2%がパートタイム、介護職員の 37.3%がフルタイム、62.7%がパートタイム勤務をし

ていた。看護職員の 91.9%、介護職員の 83.5%がフットケアに関心がある、看護職員の 85.5%、

介護職員の 71.1%がフットケアについてもっと知りたいと回答した。一方で、看護・介護職員間

で、フットケア教育が不十分であると思う割合差が多かった（看護職員:53.2%、介護職員:78.2%）。

看護職員の 68.3%、介護職員の 84.4%が業務上フットケアをする時間がないと回答した。フット

ケアに自信があると回答した看護職員は 4.8%、介護職員は 0.6%にとどまった。232 名の参加者

のうち 225 名(97%)が知識の設問すべてに回答をした。循環に関する足の早期発見についてと下

肢のスキンテアについての設問に関して、看護職員と介護職員の間での正解率に、34.2%(足の早

期発見)と 25.5%(下肢のスキンテア)の統計的有意差を認めた(p<0.001)。実践力においては、194

名(84%)が実践力に関する 20 問すべてに回答した。日常のフットケアアセスメント、踵や足指に

関する皮膚のアセスメントやケア、爪切りに関する設問の回答に、看護・介護職員の間で有意差

(p<0.01、p<0.001)がみられた。 



実践力における爪、皮膚、清潔ケアの項目において、天井効果がみられた設問があったが、SD

が 1.4、1.1、1.1であったため許容範囲とした。実践力の6つの項目のクロンバックα値は0.72、

0.67、0.65、0.65、0.73、0.63 であった。看護・介護職員における知識と実践力の相関関係は有

意な相関関係がみられた。 

【研究 2】 

東海地方の通所施設に通う同意が得られた歩行可能な在宅高齢者 65歳以上 176 名の高齢者を

対象に横断的研究を行った。調査方法として、足のアセスメントシート、Foot Look（Foot Look 

Inc.）、足指筋力測定器(竹井機器工業)、モバイルスキンアナライザー(非接触系温度計 サーモ

ピッパー 佐藤商事 044-738-0622）を用いて足を総合的に評価した。4 メートル歩行速度を計測

した。最終的に 160 名が参加対象となった。分析した 160 名の参加者のうち、過半数以上が女性

（116 名、72.5％）、参加者の平均年齢は男性 82 歳、女性 84 歳だった。17 名（39％）と 27 名

（61％）の男性と 53名（46％）と 63 名（54％）の女性が、それぞれ要支援認定（以下要支援）、

要介護認定（以下要介護）に分類された。最も一般的な既往歴は、高血圧（41.9％）、脳疾患（脳

血管障害の病歴）（19.4％）、および糖尿病（16.3％）だった。要介護の男性の脳血管疾患の既往

率は（59.3％）、男性の 48.1％と女性の 34.9％が高血圧があると報告した。4メートル歩行速度

テストを完了するための平均時間は、要支援より要介護の人は、歩行速度が長かった（要支援と

要介護で、男性の場合は 6.0±2.2 対 8.6±4.3 秒、女性の場合は 5.6±1.9 対 7.9±3.8 秒）。右

足趾把握力と左足趾把握力は、要介護よりも要支援の男性の方が有意に高かった。要介護の女性

と要支援の女性の間では、アーチの変形にのみ有意に差がみられた（p= 0.037）。男性の 85.2％

と 77.8%に皮膚乾燥、男性の 92.6％と女性の 95.2％に爪真菌感染の疑いまたは爪真菌感染があ

る状態が認められた。爪の変色（69.8％以上）とアーチの変形（63％）がある割合は、男女とも

に比較的高かった。爪の変色の割合は男性の方が高かったのに対し、アーチの変形の割合は女性

の方が高かった。男女ともに胼胝と鶏眼は比較的低い割合が認められた。男性よりも女性の方が

15°を超える外反母趾角を有していた（男性 8.3％〜26.7％、女性 28.8％〜43.1％）。重回帰分

析では、右側の足趾把持力とアーチの変形（p = 0012）、爪真菌感染の疑いまたはある状態（p = 

0.034）、および右足の爪の肥厚（p = 0.040）に統計的に有意な関連が認められた。右側の足の

鶏眼、胼胝、足趾変形は、歩行テストの結果と有意に関連していた（p = 0.026、0.033）。 左足

の足趾把持力と左側の足に関連する項目との間に有意な関連は見られなかった。 

【研究 3】 

ランダムに選んだ施設・事業所（以下、施設）におけるランダム化のない並行群間比較研究を

行った。調査対象者は 21施設の 110 名で、それぞれ介入群が 11 施設 54名、非介入群が 10 施設

56 名であった。（1）介入前後に行う看護・介護職員対象のフットケアの知識、実践力の変化（50

問の質問票を使用）（2）介入後に行う看護・介護職員対象のフットケアプログラムの参加度（各

ツールごとに記入を依頼）と参加における学びの評価（オリジナルに作成した質問票を使用）を

アウトカムとした。介入群の各施設と、スケジュール調整を行い、各施設においてツールを用い

て 3～5 のセッションをし、介入を実施した。非介入群施設は通常のケアを続けた。研究参加職

員とその利用者（1施設を除く）に対して、介入効果を検証するために、それぞれのアウトカム

ツールを用いて介入前後に調査を行った。介入後には、プログラムの評価を検証する調査を行っ

た。 

分析対象者は評価項目である知識問題と実践力問題に介入前後ともに 80％以上回答した参加

者（知識問題 30問中 24問以上、実践力問題 20問中 16 問以上）とした。最終的な解析対象者は

介入群が 11 施設 43名、非介入群が 10 施設 44名となり、合計 87 名（79％）だった。 介入前後



のフットケア知識・実践力のスコアの平均値の差を分析したところ、背景の偏りを調整する前の

t 検定では、介入群、非介入群の間で、知識と実践力の項目すべてに有意差がみられなかった。

介入群においては、知識分野にある爪、皮膚、感染、靴、座位時間の長さの項目と、実践力分野

にある皮膚、相談に関する項目は、介入前後で有意な向上がみられた。背景調整後の解析では、

介入群と非介入群の間で、実践力分野の皮膚と足のケアについての相談の項目に有意差がみら

れた（p = 0.041，p = 0.037）。皮膚と足のケアについての相談の項目の平均値の差は非介入群

に比べると介入群の方が高かった（1.17、1.08 vs -0.08、0.20）。実践力分野の爪、立ち上がり

の項目においては、平均値は介入群に比べ非介入群の方が高かった。プログラムの学びについて

の設問には、肯定的な回答結果が得られた。 

【研究 4】 

看護・介護職員対象に実施したフットケア介入プログラムに参加した居宅サービス事業所の

うち、介入群の 10か所のデイサービス、デイケアに通う在宅高齢者 23 名を分析対象とし、非対

照群のない介入研究を行った。第 1次アウトカムとして、職員への介入前後に調査した対象とな

ったデイサービス、デイケアに通う利用者の足の状態の変化（足のアセスメント表を使用しスコ

ア化）、第 2次アウトカムとして、介入期間後の利用者の足等についての認識度(オリジナルに作

成した質問票を用いて 5択で口頭質問）とした。 

23 名が分析対象となった。要介護度は介護度 2 が 39.1%と最も多く、既往疾患は、高血圧と

脳疾患が高い割合（56.5%、43.5%)を占めていた。測定の平均は、4 メートル歩行速度は 7.4 秒

(SD 2.1)、外反母趾角は右 11.6 度(SD 9.6)、左 9.9 度(SD 7.1)、足趾開き程度は右 0.2cm(SD 

0。3)、左 1.1cｍ(SD 2.1)、足趾把持力は、右 3.3kg(SD 2.2)、左 3.5kg(SD 2.4)、浮指数右 1.3

本(SD 1.4)、左 1.0 本(SD 1.3)であった。看護・介護職員対象のフットケア知識と実践力の介入

期間前後の利用者の足の状態測定においては、平均値の前後差では介入前後のドライスキンス

コアは有意差がみられた（p＜0.01、 右 1.6 から 1.1、左 1.6 から 1.1）。有意差はみられなかっ

たが、胼胝・鶏眼、爪の長さは改善がみられた（胼胝・鶏眼右 0.2 から 0.1、爪の長さ右 1.4 か

ら 1.0、左 1.1 から 0.8）。さらに、浮腫を持つ利用者の数は若干減少した（右足浮腫 43.5%から

39.1%、左足浮腫 52.2%から 47.8%)。  

浮腫と鶏眼、胼胝の数、爪の長さ、皮膚の乾燥に若干の改善がみられ、数値上の低下はなかっ

たことから、高齢者の足にある程度の効果をもたらしていることが示唆できた。介入実施後に、

足が重要であると回答した対象者の平均値が 5 点法で 4.6 点であったことから、ポジティブな

影響を与えたことが示唆できた。 

 
４．研究成果 
【研究 1】 

本研究においては、地域において早期発見と利用者ケアにかかわるキーパーソンとして看護

職員のみではなく、介護職員も対象者に含めた。看護・介護職員はフットケアを学びたいという

関心はあるが、フットケア教育の不十分さと現場の煩雑さにより時間の制約を感じていること

や、フットケアに対する自信が欠如していることが明らかになった。調査結果から、この分野に

おける労働力上の人手不足、時間の制約という問題を踏まえて、足を守るための多角的な視点か

らみた教育やツール開発、職員が気軽に足について専門家に相談ができるような環境を作る取

り組みが必要であることが示唆された。 

【研究 2】 

本研究は、高齢者の足の実態をあらゆる角度から調査した結果、足の状態のうち特定の項目

と、歩行速度または足趾把持力との関連性を検討するための基礎資料となった。転倒や寝たきり



の状態になることを防ぐために、この年齢層の対象者数をさらに拡大し、調査をする必要性、実

態を把握した上で、フットケアを日常の看護・介護ケアに取り入れていくための方策をさらに検

討していく必要があることが示唆できた。 

【研究 3】 

研究で介入した各セッションは 20 分程度の短時間の介入であったが、職員の実践力にある程

度の効果が検証された理由として、各ツールに同じ内容を網羅したことや、研究者が研究参加者

に体験学習を通してアセスメント方法や実践方法を提示したことが考えられた。足についての

知識や実践力を習得するにはかなりの時間と訓練を要するが、看護・介護職員が基本的な知識と

実践力を学んだことにより、地域在宅高齢者の足の健康を守るために意義のあるプログラムで

あることが示唆できた。 

【研究 4】 

 本研究では、看護・介護職員並びに高齢者への介入においては、プログラムに同じ内容を網羅

したり、重ねて説明をすることで反復学習の効果が期待できることが示唆できた。多くの高齢者

は、日常的に運動不足であり、長い時間座った状態になりがちであるが、今後改善の余地がある

と示唆できた。 
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